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2
．
地
域
基
盤
整
備
及
び
都
市
機

　

能
の
充
実

◯
国
道
、
道
道
、
市
道
の
交
通
機

　

能
の
充
実
と
安
全
対
策

　

•
道
道
抜
海
港
線
（
ノ
シ
ャ
ッ

　

プ
〜
坂
の
下
）
の
暴
風
雪
に
よ

　

る
通
行
・
視
程
障
害
解
消
対
策

　

•
冬
期
災
害
時
の
避
難
路
の
確

　

保

　

•
国
の
地
方
バ
ス
路
線
維
持
費

　

補
助
制
度
の
堅
持

◯
都
市
（
産
業
）
基
盤
施
設
の
整

　

備
及
び
機
能
向
上

　

•
稚
内
港
港
湾
計
画
の
早
期
実

　

現
及
び
長
寿
命
化
対
策
の
推
進

　

•
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
等
の
寄

　

港
誘
致
及
び
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー

　

施
設
の
整
備

　

•
老
朽
化
港
湾
施
設
の
計
画
的

　

な
改
修
・
整
備
促
進

　

•
第
二
副
港
の
整
備
促
進

◯
北
極
海
航
路
に
係
る
稚
内
港
の

　

利
活
用

　

•
北
極
海
航
路
の
補
給
港
化
へ

　

の
情
報
収
集

　

•
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策
や

　

公
共
施
設
の
更
新
・
延
命
化
対

　

策
の
推
進

◯
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

　

用
に
向
け
た
環
境
整
備

　

•
洋
上
風
力
発
電
施
設
の
調
査

　

研
究
の
推
進

　

•
地
域
で
発
生
す
る
廃
棄
物
エ

　

ネ
ル
ギ
ー
（
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
）

　

の
利
活
用
事
業
へ
の
支
援

す
る
た
め
、
財
政
基
盤
を
強
固
な

も
の
と
し
、
会
員
相
互
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
向
け
た
会
員
交
流

や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、

商
工
会
議
所
の
根
幹
で
あ
る
部
会

・
委
員
会
活
動
を
活
性
化
す
る
。

●
事
業
要
望
項
目
新
規
細
目

１
．
地
域
経
済
活
性
化
対
策

◯
農
林
水
産
業
の
国
際
（
地
域
間
）

　

競
争
力
強
化
に
向
け
た
支
援

　

•
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
・
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
協

　

定
に
伴
う
生
産
者
の
経
営
安
定

　

対
策
の
強
化

◯
「
日
本
の
て
っ
ぺ
ん
。
き
た
北

　

海
道
ル
ー
ト
。
」
周
遊
ル
ー
ト

　

活
用
へ
の
取
組
み
支
援

　

•
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
に
向

　

け
た
積
極
的
な
情
報
発
信

　

•
観
光
地
間
の
交
通
網
整
備
と

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

◯
宗
谷
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ

　

の
広
域
連
携

　

•
自
転
車
専
用
道
路
・
通
行
帯

　

の
整
備
促
進

◯
稚
内
空
港
の
民
間
委
託
に
向
け

　

た
利
用
促
進

　

•
道
内
空
港
（
路
線
）
の
ネ
ッ

　

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
強
化

◯
稚
内
北
星
学
園
大
学
の
強
化
及

　

び
職
業
教
育
の
充
実

　

•
留
学
生
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
充

　

実
、
支
援
体
制
の
構
築

　

平
成
30
年
度
の
事
業
概
要
及
び

事
業
要
望
細
目
の
新
規
細
目
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
事
業
概
要
３
項
目

1
．
地
域
振
興
の
た
め
の
意
見
・

　

政
策
提
言
活
動
の
展
開

　

地
域
経
済
の
活
力
強
化
や
中
小

企
業
の
振
興
発
展
に
重
要
な
意
見

・
政
策
提
言
に
つ
い
て
、
上
部
団

体
や
関
係
機
関
と
の
連
携
及
び
当

所
会
員
か
ら
の
意
見
を
部
会
、
委

員
会
で
の
意
見
集
約
を
経
て
建
議

陳
情
及
び
政
策
提
言
要
望
活
動
を

行
う
。

2
．
地
域
経
済
活
性
化
事
業
の
推
進

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

基
盤
の
強
化
の
た
め
の
経
営
相
談
、

巡
回
指
導
な
ど
の
活
動
を
推
進
す

る
ほ
か
、
行
政
・
関
係
機
関
の
中

小
企
業
振
興
に
関
す
る
各
種
施
策

・
情
報
を
積
極
的
に
活
用
・
普
及

啓
発
を
行
い
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
抱
え
る
経
営
課
題
の
解
決

を
支
援
す
る
。

3
．
商
工
会
議
所
運
営
基
盤
の
強
化

　

総
合
経
済
団
体
と
し
て
多
様
化

・
高
度
化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応

平
成
平
成
30
年
度
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算

事
業
計
画
・
収
支
予
算

事
業
計
画
・
収
支
予
算

　

開
会
に
あ
た
り
、
中
田
会
頭
よ

り
、
「
道
内
7
空
港
の
一
括
民
間

委
託
や
Ｊ
Ｒ
の
存
続
な
ど
交
通
問

題
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
、
空
港

の
民
間
委
託
の
入
札
で
は
海
外
企

業
も
入
札
参
加
の
意
向
と
聞
い
て

お
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
空
港
の
活

性
化
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。
土
門
議
員
を
リ
ー
ダ
ー
と

す
る
「
稚
内
港
湾
・
空
港
利
活
用

懇
話
会
」
か
ら
は
、
末
広
埠
頭
の

物
流
拠
点
化
や
、
就
航
率
向
上
に

向
け
た
除
雪
体
制
の
整
備
促
進
な

ど
、
11
項
目
に
亘
る
要
望
や
提
言

が
あ
り
、
答
申
を
受
け
、
会
議
所

の
要
望
活
動
へ
の
取
り
組
み
や
、

ビ
ジ
ョ
ン
委
員
会
「
み
な
と
部
会
」

に
お
い
て
調
査
検
討
を
進
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
人
材
確
保
つ
い
て

は
、
企
業
に
と
っ
て
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
、
地
元
で
の
就
職
を
勧
め

る
「
稚
内
で
働
こ
う
応
援
会
議
」

を
立
ち
上
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ご
賛
同
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
。
そ
の
後
、
事
業
計
画
・
収
支

予
算
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
度

　

第
135
回
通
常
議
員
総
会
が
3
月
29
日
、
当
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、
平

成
30
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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　【平成30年度一般会計収支予算】
支出の部
　　　科　目
　　款・項・目
１．事業費
２．給与費
３．その他の管理費
４．繰出金
５．積立金
６．予備費
　支　出　合　計

本年度予算額（円）

5,050,000
12,230,000
17,760,000
13,450,000
1,300,000
100,000

49,890,000

収入の部
　　科　目
　款・項・目
１．会　費
２．事業収入
３．委託金
４．雑収入
５．繰入金
６．繰越金
収　入　合　計

本年度予算額（円）

31,420,000
6,050,000
2,670,000
200,000
8,550,000
1,000,000
49,890,000

　

当
所
が
年
度
当
初
に
実
施
し
て

お
り
ま
す
「
公
共
事
業
の
早
期
発

注
と
地
元
中
小
企
業
へ
の
受
注
機

会
の
増
大
」
要
望
会
を
、
4
月
9

日
、
稚
内
開
発
建
設
部
、
宗
谷
総

合
振
興
局
、
稚
内
市
に
対
し
実
施

し
、
当
所
か
ら
は
、
中
田
会
頭
・

今
村
副
会
頭
・
風
無
副
会
頭
・
達

専
務
理
事
・
政
策
運
営
委
員
会
の

藤
田
副
委
員
長
が
出
席
。
稚
内
開

発
建
設
部
、
宗
谷
総
合
振
興
局
へ

は
宗
谷
管
内
商
工
会
連
合
会
の
中

村
会
長
・
細
川
副
会
長
・
小
神
副

会
長
と
共
に
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ

連
名
で
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

稚
内
開
建
へ
の
要
望
で
は
、
中

田
会
頭
よ
り
「
2
年
連
続
当
初
予

算
100
億
円
の
大
台
確
保
に
感
謝
を

申
し
上
げ
る
。
道
路
・
港
湾
・
空

港
・
農
業
を
始
め
と
し
た
社
会
資

本
整
備
が
管
内
産
業
の
振
興
発
展

に
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
」
と
挨
拶
。
稚
内
開
建
、
和
田

部
長
よ
り
「
早
期
発
注
に
関
し
て
、

４
月
１
日
公
告
分
は
昨
年
を
上
回

っ
て
い
る
。
地
元
企
業
の
受
注
機

会
の
増
大
に
関
し
て
は
、
入
札
に

参
加
頂
く
た
め
各
団
体
と
意
見
交

換
を
行
い
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
宗
谷
総
合
振
興
局
、

朝
倉
局
長
か
ら
は
「
道
北
地
域
の

経
済
情
勢
は
穏
や
か
に
持
ち
直
し

て
い
る
も
の
の
、
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
を
背
景
と
し
た
人
手
不
足

等
に
よ
り
、
様
々
な
分
野
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
地
域
経

済
に
厚
み
を
持
た
せ
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
。

　

稚
内
市
、工
藤
市
長
か
ら
は「
少

し
で
も
地
域
経
済
の
活
力
と
な
る

よ
う
共
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
制
施
行
70
年
で
あ
る
が
、
80
年
、

90
年
に
向
け
、
し
っ
か
り
と
土
台

を
築
い
て
行
き
た
い
」
と
挨
拶
。

引
き
続
き
、
懇
談
が
行
わ
れ
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

稚内開発建設部和田部長へ要望書を手交する
中田会頭・中村会長

稚内開発建設部和田部長へ要望書を手交する
中田会頭・中村会長

国
・
道
・
市
へ

国
・
道
・
市
へ

「
公
共
事
業
の
早
期
発
注
と
地
元
中
小
企
業
へ
の

　
　
　
　
　
　

 

受
注
機
会
の
増
大
」要
望
を
実
施

「
公
共
事
業
の
早
期
発
注
と
地
元
中
小
企
業
へ
の

　
　
　
　
　
　

 

受
注
機
会
の
増
大
」要
望
を
実
施

平
成
30
年
度
新
入
社
員
歓
迎
会・研
修
会

　

平
成
30
年
度
の
新
入
社
員
歓
迎
会

・
研
修
会
が
4
月
5
日
、
6
日
の
日

程
で
16
事
業
所
か
ら
35
名
の
参
加
を

頂
き
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

歓
迎
会
で
は
中
田
会
頭
よ
り
「
企

業
が
元
気
な
若
い
世
代
に
寄
せ
る
期

待
は
非
常
に
大
き
い
も
の
が
あ
り
、

職
場
や
地
域
に
愛
着
を
持
ち
な
が
ら
、

こ
の
稚
内
市
を
良
く
す
る
と
い
う
気

概
を
も
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
頂

き
た
い
」
と
挨
拶
。
次
い
で
、
工
藤

稚
内
市
長
（
代
理　

青
山
副
市
長
）

を
は
じ
め
と
し
た
来
賓
の
皆
様
よ
り
、

期
待
と
激
励
を
込
め
た
ご
祝
辞
を
頂

き
、
最
後
に
参
加
者
を
代
表
し
て
税

理
士
法
人
松
井
会
計
事
務
所
の
沢
田

将
樹
さ
ん
へ
中
田
会
頭
よ
り
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
1
日
目
の
講
師
に
は
、
㈲

エ
ス
パ
ス
・
マ
ナ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の

小
泉
先
生
を
迎
え
、
電
話
応
対
・
接

客
応
対
を
始
め
と
す
る
実
践
的
な
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
行
わ
れ
、
「
失
敗
を

恐
れ
ず
に
、
マ
ナ
ー
か
ら
言
葉
づ
か

い
ま
で
、
ま
ず
は
1
年
間
自
分
の
ベ

ー
ス
作
り
を
し
て
ほ
し
い
」
と
伝
え

ま
し
た
。

　

2
日
目
は
㈱
エ
ス
ア
ン
ド
エ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
吉
田
先
生
を
講
師
に

迎
え
、
時
間
管
理
や
計
画
の
立
て
方

等
、
事
例
を
踏
ま
え
た
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
新
入
社
員
の
皆
様
に

は
、
2
日
間
に
亘
る
研
修
で
得
た
ス

キ
ル
を
活
か
し
、
ご
活
躍
さ
れ
る
事

を
ご
期
待
致
し
ま
す
。

　

稚
内
商
工
会
議
所
青
年
部
が
地
域

経
済
活
性
化
を
目
的
に
提
言
政
策
を

出
す
た
め
、
昨
年
6
月
か
ら
進
め
て

い
ま
し
た
経
済
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
が
、
約
10
か
月
の
期
間
を
経
て
、

提
言
を
ま
と
め
、
そ
の
報
告
会
が
3

月
27
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
で
武
藤
会
長
は
「
短
い
期
間

で
提
言
が
出
来
た
こ
と
に
つ
い
て
、

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
稚
内
市
で
こ
の
提
言
が
一
つ
で

も
多
く
実
現
出
来
れ
ば
、
頑
張
っ
て

き
た
甲
斐
が
あ
り
ま
す
」
と
挨
拶
。

始
め
に
、
提
言
書
が
出
来
る
ま
で
の

活
動
を
報
告
。

　

そ
の
後
、
提
言
Ⅰ
「
日
本
の
て
っ

ぺ
ん
を
活
か
し
た
観
光
地
経
営
」
を

中
田
理
事
・
出
村
稚
内
観
光
協
会
青

年
部
長
か
ら
、
提
言
Ⅱ
「
市
民
の
マ

チ
の
再
生
」
を
小
鹿
会
長
代
行
か
ら
、

提
言
Ⅲ
「
地
域
を
支
え
る
専
門
人
材

の
育
成
と
確
保
」
を
本
山
理
事
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
29
日
に
は
、
稚
内
商

工
会
議
所
通
常
議
員
総
会
終
了
後
、

議
員
の
方
々
に
、
4
月
17
日
に
は
、

稚
内
市
へ
そ
れ
ぞ
れ
提
言
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

稚
内
商
工
会
議
所
青
年
部
経
済
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会

稚
内
商
工
会
議
所
青
年
部
経
済
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
会



（ 3 ） 会議所報
　

本
事
業
は
、
観
光
産
業
の
一
層

の
活
性
化
に
向
け
て
、
当
地
の
魅

力
を
全
国
に
訴
求
す
る
た
め
、
日

本
最
北
の
海
と
農
地
か
ら
獲
れ
る

素
材
に
よ
る
新
た
な
特
産
品
開
発

を
目
的
に
実
施
、
平
成
29
年
度
に

つ
い
て
は
、
活
用
す
る
資
源
の
選

定
と
、
そ
の
資
源
か
ら
ど
の
よ
う

な
商
品
開
発
が
出
来
る
か
を
調
査

致
し
ま
し
た
。

　

事
業
実
施
に
当
っ
て
は
、
消
費

者
目
線
で
、
偏
り
が
無
い
商
品
開

発
を
行
う
た
め
、
昨
年
6
月
、
生

産
者
や
販
売
者
、
観
光
関
連
団
体

や
官
公
庁
な
ど
か
ら
な
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
委
員
会
（
会
長
は
稚
内
観

光
物
産
協
会
会
長
の
中
野
修
二
氏
）

を
立
ち
上
げ
、
開
催
し
た
5
回
の

委
員
会
で
は
、
生
産
者
か
ら
水
揚

（
収
穫
）
さ
れ
る
魚
介
類
や
農
畜

産
物
の
流
通
実
態
、
観
光
関
連
業

界
か
ら
は
、
最
近
の
観
光
客
の
旅

行
形
態
や
嗜
好
な
ど
に
つ
い
て
、

大
変
有
益
な
情
報
提
供
を
頂
き
ま

し
た
。

　

ま
た
「
地
域
資
源
流
通
実
態
調

査
」
や
「
市
内
製
造
工
場
視
察
調

査
」
な
ど
の
各
種
調
査
内
容
に
つ

い
て
も
、
積
極
的
に
ご
意
見
ご
提

案
を
頂
き
、
予
定
し
た
調
査
は
滞

り
な
く
実
施
出
来
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
調
査
結
果
か
ら
、
平

成
30
年
度
以
降
に
開
発
を
目
指
す

特
産
品
は
「
オ
ー
ル
稚
内
で
あ
る

こ
と
」
「
高
級
感
・
プ
レ
ミ
ア
の

イ
メ
ー
ジ
」
「
誰
も
が
知
っ
て
い

る
も
の
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
進
め

る
こ
と
と
し
、
具
体
的
に
は
、
稚

内
で
水
揚
げ
さ
れ
る
「
紅
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
」
の
殻
を
主
原
料
に
、
和
風

・
洋
風
・
中
華
等
、
様
々
な
料
理

へ
の
広
が
り
汎
用
が
期
待
で
き
る

「
出
汁
」
を
メ
イ
ン
商
品
と
す
る

こ
と
を
決
定
致
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
出
汁
を
活
用
し
、

当
地
で
獲
れ
る
豊
富
な
水
産
物
や

農
畜
産
物
の
多
く
を
活
用
出
来
る

「
ス
ー
プ
」
、
ま
た
「
勇
知
い
も
」

を
活
用
し
た
手
軽
な
ワ
ン
ハ
ン
ド

食
品
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

委
員
会
へ
参
加
頂
い
た
皆
様
を

始
め
、
関
係
企
業
や
団
体
の
皆
様
、

今
後
と
も
ご
支
援
ご
協
力
を
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

カニ殻の出汁を使用したスープ（ビスク）カニ殻の出汁を使用したスープ（ビスク）

日
本
最
北
端
わ
っ
か
な
い

　
　

特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
報
告

日
本
最
北
端
わ
っ
か
な
い

　
　

特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
報
告

〜
平
成
29
年
度
全
国
展
開
事
業
〜

第
17
回
道
北
商
工
会

議
所
正
副
会
頭
会
議

　

第
17
回
目
と
な
る
道
北
商
工
会
議
所

正
副
会
頭
会
議
が
、
5
月
11
日
、
11
年

振
り
に
稚
内
市
に
於
い
て
開
催
さ
れ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
道

北
13
商
工
会
議
所
の
正
副
会
頭
等
が
出

席
し
、
7
月
に
釧
路
で
開
催
予
定
の
全

道
商
工
会
議
所
大
会
へ
の
提
出
議
案
や

当
面
す
る
地
域
の
課
題
等
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
ま
す
。

　

当
所
か
ら
の
提
出
議
案（
14
項
目
）は

次
の
と
お
り
で
す
。

1
．
国
道
40
号
の
規
格
の
高
い
道
路
と

　

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
整
備
促
進

　

に
つ
い
て

2
．
国
道
238
号
の
安
全
安
心
な
交
通
確

　

保
の
た
め
の
整
備
に
つ
い
て

3
．
災
害
時
に
対
応
し
た
国
道
275
号
の

　

整
備
促
進
に
つ
い
て

4
．
国
道
40
号
の
無
電
柱
化
の
推
進
に

　

つ
い
て

5
．
稚
内
港
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

6
．
稚
内
の
漁
港
施
設
の
整
備
促
進
に

　

つ
い
て

7
．
宗
谷
港
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

8
．
稚
内
空
港
の
冬
期
間
就
航
率
向
上

　

に
つ
い
て

9
．
国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
「
勇
知

　

地
区
」
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

10
．
風
力
発
電
の
導
入
拡
大
に
向
け
た

　

送
電
網
整
備
の
早
期
実
現
に
つ
い
て

11
．
サ
ハ
リ
ン
定
期
航
路
（
稚
内
〜
コ

　

ル
サ
コ
フ
）
の
運
航
支
援
に
つ
い
て

12
．
稚
内
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

13
．
Ｊ
Ｒ
宗
谷
本
線（
名
寄
〜
稚
内
間
）

　

路
線
維
持
と
安
定
運
行
の
促
進
に
つ

　

い
て

14
．
稚
内
〜
ユ
ジ
ノ
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
間

　

定
期
航
空
路
の
開
設
に
つ
い
て
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〜
が
ん
ば
る
経
営
応
援
し
ま
す
！！
〜

稚内市中小企業支援制度のご案内
創業並びに事業規模拡大に伴う新店舗開業への支援制度

新規創業者支援事業助成金
・稚内市内において創業をすること（公共床がある施設において創業す
　る場合を除く）
・稚内市内に住所を有する者であること
・創業者は、事前に稚内中小企業相談所（稚内商工会議所）が実施する
　創業相談を受け、適切な事業計画を有している者として、推薦を得て
　いること
・出店後、３年以上継続して営業できる見込みがあり、概ね週５日程度、
　20時間以上営業するものであること
・市税等の滞納がないこと
風俗営業法に定める営業を行うものや銀行業等
①土地及び建物賃借料の６ヶ月分
②初期設備工事費及び建物取得費
１／２
①30万円（１ヶ月５万円×最大６ヶ月）
②50万円
・当助成は、１企業につき、一生涯に一度のみ
・助成期間は、平成31年度まで

対　象　者

非対象業種

対 象 経 費

補　助　率

補助上限額

そ　の　他

労働保険事務組合に加入しませんか!?

企業防衛の決定版、全国で70,000件を超える加入実績！

～業務災害補償プランの特徴～

全国商工会議所「業務災害補償プラン」のご案内

　労働保険は強制適用です。労働保険（労災保険
・雇用保険）は、労働者を使用する事業所は必ず
加入しなければなりません。
　当所では、国の許可を受け、雇用保険や労災保
険への加入手続き、保険料の申告、納付手続き、
雇用保険の被保険者に関する手続き等を事業主に
代わって行っております。
　労働保険事務組合に加入すると、事業主及びそ
の家族従業員、会社役員の方も労災保険に加入（特
別加入）できるなどメリットもございますので、
まずはお気軽にご相談ください。

　業務上災害に起因する様々なリスクを総合的に補償する「業務災害補償プラン」は、商工会議所会員専用
の保険です。現在の経済環境にマッチした制度内容で、高額化する労災事故の賠償額に対応します！

　保険料のお見積りやご加入手続きなど制度内容の詳細につきましては、以下の引受保険会社へお問い
合わせください。
あいおいニッセイ同和損害保険㈱、損害保険ジャパン日本興亜㈱、東京海上日動火災保険㈱、三井住友海上火災保険㈱

◆全国商工会議所のスケールメリットにより低廉な保険料（一般加入と比べ約半額の水準）
◆労災賠償に備える「使用者賠償責任保険」を標準セット
◆契約は無記名式で短期間労働者やアルバイトも包括補償
◆政府労災保険の給付を待たずに保険金のお支払いが可能（使用者賠償責任保険は、給付決定後のお支払いになります。）
◆保険料は売上高と業種で算出、保険料は全額損金算入可能

〈委託手数料〉従業員数　
５人以下　月額 2,000円
６～10人　月額 2,400円
11～15人　月額 2,800円
16～20人　月額 3,200円
21～25人　月額 3,600円
26～30人　月額 4,000円
31～40人　月額 4,800円
41～50人　月額 5,600円

連絡先／稚内中小企業相談所　23－4400

お問い合わせ先　稚内市建設産業部水産商工課商工・労働グループ　☎23－6467
　　　　　　　　稚内商工会議所・稚内中小企業相談所　　　　　　☎23－4400

制度が
スタートして
８年に

なりました！


